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平成２９年度 「加工食品卸売統計」 調査票 

 

一般社団法人　日本加工食品卸協会

単位＝百万円 ・ ％

               ２９年１月～１２月 前年比                ２８年１月～１２月

10,735,041 （ 100.0% ） 102.5% 10,478,439 （ 100.0% ）

品群別　卸売上高

常　温　品 4,113,485 （ 38.3% ） 102.0% 4,034,585 （ 38.5% ）

酒 　　　類 2,545,039 （ 23.7% ） 101.4% 2,509,710 （ 24.0% ）

菓　子　類 471,660 （ 4.4% ） 103.4% 456,269 （ 4.4% ）

冷　凍　品 1,414,220 （ 13.2% ） 106.1% 1,333,261 （ 12.7% ）

冷　蔵　品 1,674,260 （ 15.6% ） 103.7% 1,615,263 （ 15.4% ）

そ　の　他 516,379 （ 4.8% ） 97.5% 529,351 （ 5.1% ）

業態別　卸売上高

卸　　　売 1,794,696 （ 16.7% ） 99.7% 1,799,349 （ 17.2% ）

直　　　販 8,597,687 （ 80.1% ） 103.3% 8,331,036 （ 79.5% ）

メーカー・他 342,658 （ 3.2% ） 97.8% 348,054 （ 3.3% ）

※　（　）内の数字は構成比

◆　会員卸企業数 １００社

◆ 統計調査参加企業数 　４６社

[　参加企業内訳　] 2018/04/01

[　北海道支部　] ５企業
・岩田醸造㈱　　・日本アクセス北海道㈱　　・㈱スハラ　　・国分北海道㈱　　・㈱ホッカン

[　東北支部　] ４企業
・㈱山形丸魚　　・国分東北㈱　　・佐藤㈱　　・丸大堀内㈱

[　関東支部　] １３企業
・三菱食品㈱　　・三井食品㈱　　・日本酒類販売㈱　　・㈱日本アクセス　　・国分グループ本社㈱
・国分首都圏㈱　　・㈱サンヨー堂　　・常陽水産㈱　　・国分関信越㈱　　・国分フードクリエイト㈱
・コンタツ㈱　　・ユアサ フナショク㈱　　・㈱大昌貿易行

[　東海支部　] ５企業
・㈱トーカン　　・㈱昭和　　・国分中部㈱　　・西山商事㈱　　・㈱名給

[　北陸支部　] ５企業
・カナカン㈱　　・北陸中央食品㈱　　・石川中央食品㈱　　㈱田中与商店㈱　　・マルコク㈱

[近畿支部　] ６企業
・加藤産業㈱　　・伊藤忠食品㈱　　・ヤタニ酒販㈱　　・ケイ低温フーズ㈱　　・三陽物産㈱　　・国分西日本㈱

[中・四国支部　] ３企業
・藤徳物産㈱　　・中村角㈱　　・旭食品㈱

[九州・沖縄支部　] ５企業
・コゲツ産業㈱　　・ヤマエ久野㈱　　・国分九州㈱　　・㈱竹之下　　・九州加藤㈱

※ 国分グループ本社㈱、伊藤忠食品㈱、加藤産業㈱の売上高は、連結売上高としております。理由としては
各社のグループ卸の統合再編により、今年以降も含めて連結数値の売上高の方が、より客観性があると
判断したことによります。

総卸売上高

 

事業活動 
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日本介護食品協議会普及委員会との検討会開催 

― ４月２４日 ― 

執行運営委員会は、４月２４日（火）に定例会を開催。冒頭日本介護食品協議会普及委員会

と高齢化社会に関る課題と国の方針、ＵＤＦ（介護食や、やわらか食とも言われる）の規格や市場

動向、販売チャネルの現状などについて意見交換を行った。また課題となっている食品スーパー

マーケットを含めた「食品売り場」での展開についてどのようなご理解とどのような働きかけを行うべ

きかについて具体的対応策を検討した。 

以下に当日の資料を掲載する。 

 

 

 

 

 



－ 20 － 

 

 

 



－ 21 － 

 

 

 



－ 22 － 

 

 

 



－ 23 － 

 

 

 



－ 24 － 

 

 

 

 



－ 25 － 

 

 

 

 



－ 26 － 

 

 

 

 



－ 27 － 

 

 

 

 



－ 28 － 

 

 

 

 



－ 29 － 

 

 

 

 



－ 30 － 

第２６回 賛助会員幹事店会開催  

― ５月１５日 ― 

第２６回賛助会員幹事店会を５月１５日（火）午前１１時４５分より日本橋

三越本店特別食堂にて開催した。 

当日は冒頭弊協会の政策委員長である山本泰生氏（三菱食品（株））

が開会の挨拶を行い、次いで賛助会員幹事店を代表して、竹内秀樹氏

（味の素（株））からご挨拶をいただいた。続いて奥山専務理事が３月に行

われた理事会の概要を報告。今回は、特にメーカー

各位から発言をいただく意見交換テーマはもうけず、

日食協が取組んでいる「消費税軽減税率対応企業

間取引の対応」についての詳細について情報を共有

した。また平成２９年度農林水産省の補正予算の公募事業である、食品等

物流効率化導入支援事業の「トラック入荷受付・予約システム」について説

明し、センター入荷時のトラックドライバーの待機時間の軽減策を目指す

考えを示した。 

 

 

 

 

 

 

◆中部食料品問屋連盟 

中部食料品問屋連盟は、６月１８日（月）第６９期定時総会を名古屋観光ホテルで開催。朝方

に発生した大阪北部地震の影響が懸念されたが正会員・賛助会員合わせて２８４名が出席した。

総会開催にあたり永津邦彦（（株）トーカン）会長が挨拶を行い「来年１０月の消費税率の増税で

は食品などを対象に軽減税率が導入され、食品業界として対応に追われる。システムの改修な

各県ブロック動向 

 

挨拶をする政策委員長 
山本泰生氏 

挨拶をする 

味の素（株）竹内秀樹氏 

賛助会員幹事店会会場 


